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高１ 探究総合 「ソーシャルチェンジ」       授業実践報告 

日時 2/20〔水〕 学年・組 高校１年生 

担当 高１学年団・S・Y・S 場所 記念ホール 
 
高１がこの１年間をかけて「探究総合」で取り組んでき

た「ソーシャルチェンジ」。 

世の中の「困っている人」を見つけ，その背景となって

いる「課題」を発見し，「解決策」を考えていくということ

にグループで取り組んできました。 

この日は，数クラスずつまとめて行った「ポスターセッ

ション」の相互評価で上位にランクされたグループによる

プレゼンテーション発表会（校内決勝）です。 
 
この日発表された提案は，以下の通り。 

 
◇バーチャルアプリの普及で「青春」したい高校生を救う 

◇さまざな就業支援でニートを救う 

◇栄養治療食（RUTF）の普及で難民を救う 

◇労働環境の改善で過労状態の労働者を救う 

◇子育て支援で育児放棄状態の子どもとその親を救う 

◇「ゲル」の普及で難民の子どもたちの教育環境を整える 

◇正しい知識や理解を広めることでうつ病の人を救う 
 
プレゼンは７分間で，その後に生徒たちが評価シートに

記入します。 
 
この１年を振り返っての生徒のコメントを紹介します。 
 
≪生徒のコメント≫ 

・将来もこのような感じでクリエイティブなことをしたいと 

いう思いが強まった。 

・諦めずに，思考停止にならず，粘り強くいれた。 

・自分がやらなくては，という責任感を自分に付与できたの 

も，また将来につながる。 

・自分が将来仕事で何かを提案するときには，データなどの 

根拠に基づいたものにしようと思った。 

・自分がなりたいと思っているような大人になって日本を支 

えるには，このような授業を受け，アイデアを出す方法を知 

ることはとても重要だと思う。 
 

                                                                                                                                                     
プロジェクターで投影されたポスター 

 
【感想等】今年度から始まった高校での探究活動。「答が一つでない問い」に対する「納得解」を探す作業，
しかもそれを協働で行い，発表するという経験は，生徒にとってもそれをサポートする教員にとっても有意

義です。担当の先生方の頑張りもあり，これで高１の探究活動については，まだ改善の余地はあるものの一

定の道筋はつけられました。高２では，各自がテーマを見つけ，「研究」的要素を持つ探究活動を行っていき

ます。様々な面で「パイオニア」となる高校 35期生。今後の活躍に期待が持てます。   〔T. T〕 
 

☆今回の授業を約５分に編集したダイジェスト動画を下記にアップしましたので，ぜひご覧ください！ 

「全体」→「研究授業・公開授業」→「H30」→「授業動画」→「190220高１探究総合」 
 

●本号が今年度の最終号です。一年間，ご愛読ありがとうございました。バックナンバーは， 

 「分掌」→「研究開発部」→「一般の先生用」→「研究開発部通信」→「2018」にあります。 

 

 


